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課題名  S-4 温暖化の危険な水準及び温室効果ガス安定化レベル検討のための温暖化影響

の総合的評価に関する研究 

課題代表者名 三村信男（茨城大学広域水圏環境科学教育研究センター） 

 

研究期間 平成17－21年度 

 

合計予算額  1,026,536千円（うち21年度 204,519千円） 

※予算額には、間接経費を含む。 

研究体制 

１：統合評価モデルによる温暖化の危険な水準と安定化経路に関する研究 

（環境省独立行政法人国立環境研究所） 

２：影響予測の高度化及び経済評価に関する研究 

（１）：温暖化による水資源への影響予測に関する研究 

（東北大学、農林水産省農村工学工学研究所、東京大学、国土交通省国土技術政策総合研究所）

（２）：健康面から見た温暖化の危険性水準情報の高度化に関する研究 

（環境省独立行政法人国立環境研究所、筑波大学、国立感染症研究所） 

（３）：アジア地域のコメ生産に対する温暖化影響の確率的リスク評価 

（農林水産省独立行政法人農業環境技術研究所、筑波大学、農林水産省独立行政法人国際農林

水産業研究センター） 

（４）：温暖化の森林への影響と脆弱性の評価に関する研究 

（農林水産省独立行政法人森林総合研究所） 

（５）：沿岸域における気候変動の複合的災害影響・リスクの定量評価と適応策に関する研究 

（国土交通省国土技術政策総合研究所、茨城大学、九州大学） 

（６）：地球環境政策オプション評価のための環境・資源統合評価モデルの開発に関する研究 

（東北大学、名城大学） 

 

I.戦略課題S-4の全体構成 

平成17年度から開始された本研究プロジェクトは、第Ⅰ期3年（平成17年度から平成19年度）＋第Ⅱ

期2年（平成20年度から平成21年度）の5年間にわたる戦略研究プロジェクトである。本プロジェクトで

は、地域的にはわが国およびアジア地域を、時間的には2050年頃までに重点をおきつつ今世紀末までを

対象として、以下の目標を実現する

ために統合的な研究を推進する。 

１）主要な分野における温暖化影

響に関して定量的で明確な

知見を提供すること。 

２）わが国への統合された影響と

安定化濃度との関係を示す

こと。 

３）温暖化影響の視点から達成す

べき気候安定化の水準を提案

すること。 

研究体制としては、わが国および

アジア地域の水資源(S-4-2(1))、森

林(S-4-2(4))、農業(S-4-2(3))、沿

岸域(S-4-2(5))、健康(S-4-2(2))と

いった主要分野における影響予測お

よび経済評価(S-4-2(6))の手法を開

発する。さらに、影響・リスクを総

合的に解析するための統合評価モデ

ル(S-4-1)を開発し、影響の大きさと

地域分布、出現速度について定量的

な検討を実施する（図１）。 

 

 

温暖化影響の経済評価

水資源への影響 健康への影響 コメ生産への影響 森林への影響 沿岸域への影響

分野別温暖化影響評価

GHG排出量 気候安定化目標 気温上昇 気候安定化目標下における分野別影響

分野別影響の統合評価

影響関数
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6)

研究の目的
(1) 影響の統合評価
分野別影響の定量的評価，わが国とアジア・太平洋地域のリスクマップ，・温暖化影響を低減するための適応策

(2) 中長期的な気候政策に資する科学的知見の提供
温暖化の「危険な水準」の評価，温室効果ガスの安定化排出経路の検討

波及効果：脱温暖化2050（S-6），IPCC，UNFCCC・京都議定書，への貢献
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図１ 研究プロジェクトの枠組み 
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